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Abstract
This research, on learning how to use software, looks at the relationship between a person's selection of learn-
ing methods and the factors which bar that person from understanding. Based on the questionnaire three facts
became clear.
1) There is a connection between the selection of learning methods and the factors which barred understanding.
2) The form of the information needed for understanding changed with differences in the learning situation.
3) The existence of a "learning attitude", which affects selection of the learning method, is suggested.



















































られた｡ また､ 好みや得手不得手､ 意欲が作用し､ 一つの問
題に対する解決方法には､ いくつかのパターンがあることが















学生､ 教育関係者､ 社会人､ その他の計146名に対し､
2003年８月後半から､ 2003年12月前半にかけての３ヶ月半の
間計８回で､ ｢ソフトウェアの学習に関するアンケート｣ 調



















項目を置いた｡ その結果､ 被験者の男女比については､ 男性
68名､ 女性78名とほぼ半々であった｡ 内訳としては､ 大学生
に女性が多く､ 教育関係者には男性が多かった｡





























最後に､ 質問９では ｢最近､ パソコンを使っていて困った
ことはありますか？また､ それはどんなことでしょうか？下
記の項目に関して５段階で評価して下さい｡｣ という質問に
回答してもらった｡ 回答は ｢1=全くそう思わない｣ ｢2=そう






が窺える (図４)｡ また､ Q9-4.のマニュアルや市販本に対す
る不満も､ 一般的に高い傾向にあることが分かった (図６)｡
反対に､ 今回の被験者には､ Q9-8.のマウスやキーボードの
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ど､ 21項目について関連が見られた｡ また､ 問題発生時の対
処法についても､ 困った時に ｢知り合いに教えてもらう｣ 人
は､ ｢マウスやキーボードの操作が億劫で､ あまりに使いた
くない｣ と感じる傾向があるなど18項目の関連が見られた｡

























































































































































・ ｢本で調べる｣ については､ 新規ソフトウェアの学習時に
は､ それほどマニュアルや市販本に不満は抱いていないが､
問題発生時にはマニュアルや市販本に対する不満を抱いて
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る｡ この場合､ 必要とされる情報の内容や形態 (体系的記述



















































は今後､ より ｢理解しやすい｣ Web教材について考える際
の重要な資料となったが､ まだまだ具体性に欠けるため､ 不
透明な部分も多い｡ また､ 今回アンケートで利用した学習方
法そのものが､ どのような利用のされ方をしているかが曖昧
なまま調査を進めたため､ その影響についても考慮の必要が
ある｡ 今後の展開として､ Web教材で学習するための個人
の適性や､ 教材内容とメディアの間の適性について､ 適切な
提示方法・条件などについても調査する必要がある｡
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